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１．はじめに 
コンクリート自碇式吊床版橋は，他碇構造として懸

垂架設した下床版と鋼製の鉛直材の上に上床版を構築

してから，構造系を自碇構造に変換することによって

完成させる合理的な橋梁形式である．架設時に支保工

や架設ガーダーが不要なため，地盤条件の悪い急峻な

渓谷などに単径間の橋を建設する際に優位性を発揮す

るものと考えられる．現在，鉛直材を有するコンクリ

ート自碇式吊床版橋の施工実績はなく，構造高が面外

特性に及ぼす影響についても十分に明らかにされてい

ない．そこで本研究では，道路橋として試設計された

比較検討モデルを対象に，構造高が静的・動的構造特

性に及ぼす影響について把握することを目的とする． 
２．解析方法と解析モデル 
解析対象としたコンクリート自碇式吊床版橋は，コ

ンクリート標準示方書により試設計された，支間 80m，

有効幅員 8.0mの道路橋である（図-1）．構造高 fを 8.0，
6.4，4.8m と変化させ，支間 L に対する構造高 f の比を

構造高比 f/L と定義し，1/10.0，1/12.5（基本モデル），

1/16.7 とした（表-1）．それらの断面諸元を表-2に示す．

なお，試設計では主桁断面を同一としたが，吊床版お

よび主桁には所要の PC 鋼材を配置した．表-3には，

完成に至るまでの主要な架設ステップを示す．架設時

の構造特性については，架設時の挙動が顕著なものと

して，主桁の架設前後の Step-2，Step-3 を対象に検討

することとした．解析には，弾性有限変位解析を適用

し，構造全体を架設時および完成時の構造系に応じて

図-3に示すような立体骨組構造でモデル化した． 
鉛直たわみやねじり変形の特性を検討するために，

架設時（Step-2，3）については影響線として集中荷重

（100kN）を，完成時（Comp.）については影響線に基

づく活荷重を載荷した．また，設計風荷重（設計基本

風速：40m/sec）を載荷して面外方向の特性を検討した．

さらに，固有振動解析を実施して，動的な構造特性の

観点からも比較検討を行った． 
３．解析結果と考察 
固定荷重解析結果の一部として，構造高比別にそれ

ぞれの変形特性を図-4～6 に示す．これらの図より，
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表-2 断面諸元 

A (m2) Iin (m
4) Iout (m

4) J (m4)
主桁(標準部) 3.59 0.31 25.74 1.07
主桁(端部) 6.85 1.59 47.23 4.71
吊床版 3.07 0.03 17.78 0.16
鉛直支持材 0.0082 0.00004 0.00004 0.00008  

表-3 架設ステップと解析条件 
架設ステップ 荷重条件 構造モデル

Step-1 吊床版，鉛直材自重 ケーブルモデル
Step-2 吊床版プレストレス
Step-3 主桁自重
Step-4 構造系変換荷重
Step-5 端部セグメント自重
Step-6 主桁プレストレス
Step-7 橋面荷重
Comp. Step-4を除く全荷重

架設系モデル

完成系モデル

 

 
 
 

(a)架設系モデル 
 
 
 

(b)完成系モデル 
図-3 立体骨組構造モデル（基本モデル） 
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構造高
f(m)

構造高比
f/L

8.0 1/10.0
6.4 1/12.5
4.8 1/16.7

表-1 構造パラメータ
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まず，Comp.については，構造高比が小さくなるほど鉛直たわみやねじり回転角が大きくなることから，構造全

体の曲げおよびねじり剛性が低下することが解る．これは，主桁と吊床版の間隔が短くなることで全体的な剛性

が低下するためと考えられる．一方，架設時の Step-2，3 については，構造高比が小さくなるほど鉛直たわみは

小さくなることが解る．吊床版に作用する引張軸力は構造高比が小さいほど増大することから，吊床版の幾何剛

性が鉛直たわみの低減に寄与しているものと考えられる．しかしながら，ねじり回転角の場合，構造高比の低下

に伴って大きくなり，吊床版のねじり剛性は低下していることが解る．これは，一般的な吊橋において，サグ比

が小さくなるほど主ケーブルの張力が増大し，面内剛性は高くなるが，ねじり剛性は逆に低下するという吊橋特

有の性質 2)と同じ傾向を示している．さらに，設計風荷重載荷時の面外たわみについては，完成時，架設時とも

に構造高比の低下に伴って面外たわみは小さくなるが，鉛直材の受風面積も小さくなり風による作用力が小さく

なったことによる影響が最も大きかった． 
最後に，架設時（Step-2，Step-3）および完成時（Comp.）における固有振動解析結果を図-7に示す．全てにお

いて，たわみ逆対称 1 次モードが最低次に現れており，他碇構造のコンクリート上路式吊床版橋や一般的な吊橋

と同様の特性を有している．また，Step-2 および Comp.では，静的構造特性で示された傾向が振動特性にも現れ

ているが，Step-3 では，構造高比が大きくなると主桁自重による回転慣性も大きくなることから，ねじり振動数

が低下することが解る． 
４．まとめ 
コンクリート自碇式吊床版橋の静的・動的構造特性を検討した結果，今回対象とした構造高比の範囲では，十

分に実現性のあることが確かめられた．また，架設時においては，構造高比の低下に伴って曲げ剛性が向上し，

ねじり剛性が低下するなど，一般的な吊橋と同様の構造特性を有することが確かめられた． 
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図-4 鉛直荷重によるたわみ    図-5 偏心荷重によるねじり変形   図-6 面外荷重によるたわみ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a)架設時（Step-2）         (b)架設時（Step-3）         (c)完成時（Comp.） 
図-7 固有振動解析結果 
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